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血液腫瘍科
☎ 0853-22-5111(代)

2017年卒

2013年卒

資　　格

島根がんのリハビリテーション研修
会修了/ 臨床研修指導医 / 緩和ケア
研修会修了

資　　格

日本内科学会 認定内科医／日本臨
床腫瘍学会 がん薬物療法専門医／
臨床研修指導医／緩和ケア研修会
修了

専門分野

血液

専門分野

血液内科、腫瘍内科

血液腫瘍科医長

血液腫瘍科医長

大
おおくに

國　典
の り こ

子

1991年卒
若
わかやま

山 　聡
と し お

雄
医療局次長

専門分野

血液内科

資　　格

医学博士 / 日本内科学会 認定内科
医・総合内科専門医・指導医 /日本血
液学会 血液専門医・指導医・中国四
国地方会 評議員 /日本内科学会 中
国支部評議員/日本骨髄腫学会 代議
員/日本造血・免疫細胞療法学会 造
血細胞移植認定医 /日本輸血・細胞
治療学会 /日本造血・免疫細胞療法
学会 / 細胞治療認定管理師 /日本救
急医学会 ICLSインストラクター /日
本内科学会 JMECCインストラクター
/ 島根大学医学部臨床教授 / 緩和ケ
ア研修会修了/ がんのリハビリテー
ション研修会修了/チームで実施する
がん化学療法研修会修了/ 島根県立
中央病院 臨床研修指導医/医療情報
学会 医療情報技師

1994年卒

血液腫瘍科部長

三
み や け

宅　隆
たかあき

明

専門分野

血液内科

資　　格

医学博士 /日本内科学会 認定内科医・総
合内科専門医・指導医 /日本内科学会 中
国支部評議員 / 日本血液学会 血液専門
医・指導医・中国四国地方会 評議員/日本
骨髄腫学会 代議員/日本リンパ網内系学
会 評議員/日本造血・免疫細胞療法学会 
造血細胞移植認定医 / 緩和ケア研修会修
了/島根県立中央病院 臨床研修指導医

内科系

髙
たかはし

橋　史
ふみまさ

匡
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関係医療機関へのメッセージ

　血液腫瘍科は2023年4月より4人体制となり、若
山、三宅、髙橋、大國（2024年4月～）が診療を行っ
ています。外来診療は若山と三宅で毎日担当（午前・
午後）しています。貧血や多血症、白血球減少・増多
症、血小板減少・増多症、出血傾向をはじめとする
凝固異常、リンパ節腫大、血漿蛋白異常（高γグロブ
リン血症）など血液疾患全般に対して対応していま
す。また、臨床腫瘍科と協力して原発不明がんや軟
部肉腫の治療も行っています。その中で、若山と三
宅は日本骨髄腫学会代議員であり、特に多発性骨
髄腫（および類縁疾患）の診療、治療に力を入れて
いきたいと考えています。腰痛、貧血、蛋白尿を認め
る患者さんは多発性骨髄腫の可能性がありますの
で御紹介頂ければ幸いです。

治療等実績
＜2023年度実績＞
入院延べ患者数　7,531人/年
外来延べ患者数　5,609人/年
当科で診断した新規患者数：
　急性骨髄性白血病（10例）
　急性リンパ性白血病（2例）
　慢性骨髄性白血病（4例）
　慢性リンパ性白血病（3例）
　悪性リンパ腫（129例）
　多発性骨髄腫（35例）
　骨髄異形成症候群（23例）
　特発性血小板減少性紫斑病（4例）
　再生不良性貧血（5例）
　骨髄増殖性腫瘍（ET,MF,PV)（32例） 
　原発不明癌（3例）
　肉腫（2例） 他

検査名

骨髄穿刺・生検 腰椎穿刺・髄腔内
投与（抗がん薬） 末梢血幹細胞採取

骨髄採取
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